




２) 第２回調査 (����年１月８～９日, 愛知水試実施)

伊勢湾全域において実施した｡ 湾口産卵場周辺での採

集数は, 前回調査時より減少した｡ すでに湾全域で仔魚

が採集され, 順調に湾内への補給が進行していた｡ 湾内

全点における仔魚平均採集数は���個体／㎡ (表１) と

高水準にあった｡ 採集された仔魚の平均体長は約���		

であり, 過去の同時期と比較して大型の個体が目立った｡

３) 第３回調査 (����年１月�
～��日, 三重科技センター

実施)

伊勢湾全域において実施した｡ 湾口部ではふ化後間も

ない体長３～４		の仔魚が依然採集されたが, その数

は前回調査時よりも減少した｡ 湾口部での発生は徐々に

終息しつつあると考えられた｡ 仔魚は湾内全域において

高い水準で採集され, 湾内全点の平均採集数は���尾／㎡
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図６ ボンゴネットによるイカナゴ仔魚採集状況 (数字は採集尾数, 単位：尾／㎡)
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